
( ) 良質な堆肥製造 ( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( ) ( )

(　　　　　　　　　）

(　　　　　　　　　）
機械導入による
良質な堆肥製造

良質な堆肥製造

機械の導入により良質な堆肥の製造
（過去10年の平均値比）

目　標 （　　　　　　　　　）

実　績

目　標 （　　　　　　　　　）
(農作物の生産
高10%も増加）

実　績

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）

農作物の生産高の10％の増加（過去
10年の平均値比）

市町村名 多良間村

令和５年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-② 地域資源活用機械導入事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章－３－（７）－キ

魅力と活力ある農山漁村地域の
振興と脱炭素社会への貢献

担当部課名 産業経済課
事業実施

（予定）年度
令和4年度～
令和5年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容

（令和４年度）堆肥製造機械の導入　　　高性能選別機 　１台
堆肥製造機械を導入することにより、牛の糞尿とさとうきびの枯れ葉を利用した堆肥の生産性の向上と良質な堆肥の提供及び利用し、農地
へ還元することによる地力増進と農家の所得向上。

（令和５年度）堆肥製造機械の導入　　　自走式撹拌機(コンポターン）
堆肥製造機械を導入することにより、生産性の向上と良質な堆肥の提供及び牛の糞尿とさとうきびの枯れ葉を利用し、農地へ還元することに
よる地力増進と農家の所得向上を目指す。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（　　7　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R４年度 R４年度（繰越） R5年度 R5年度（繰越）

51,700

(d)繰越額

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 68,200 80,000

(b)予算現額 0

(c)増減額(b-a) ▲ 68,200 0 ▲ 28,300 0

68,200 68,200 51,700

A．計(b+d) 68,200 68,200 51,700 51,700

B．執行済額 0 17,741 51,700

うち交付金充当額 0 14,193 41,360

次年度繰越額 68,200 0 51,700 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 26.0% 0.0% 100.0%

予算の状況の説明
R5年度の当初予算において、80,000千円を予定していたが、導入機械の再検討により契約額は51,700千円へ減額と
なった。導入機種が海外製と言うこともあり製造工程において遅れが生じたことでR5年度からR6年度へ繰越となった
が予算額は全額執行となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

活動目標（指標）
達成状況

R４年度 R４年度（繰越） R5年度 R5年度（繰越）

高性能選別機の導入　1台
目　標

実　績

自走式撹拌機の導入　1台
目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

（令和４年度）選別機の変更により導入を進めていたが導入するにあたって変電機及び発電機の設置が必要になる事か
ら調整をしていたがセンター内で設置するにあたり場所及び導線に問題が生じたため機種の選定から再度検討する事に
なった。
（令和５年度）当初よりR5年度での導入を進めていたが、導入機械が海外製とのこともあり組み立てる作業を行う際に部
品等の取り寄せに時間がかかったことで繰越事業となった。

選別機導入 選別機導入

基準値
（R５年度）

R５年度 R６年度

自走式撹拌機の導入　1台

目　標

実　績
機械導入による良

質な堆肥製造

R７年度
目標値

（R7年度）

高性能選別機の導入　1台

目　標

実　績
機械導入による良

質な堆肥製造

進
捗
状
況
説
明

令和６年７月末の導入完了した。年度途中の導入完了となったため生産量の増を達成する事が出来なかった。令和7年度に向けて
導入した機械を活用した製造工程の見直しを行い目標達成に向けて取り組む。

撹拌機導入

 契約（R5.10.27）

撹拌機導入

撹拌機導入完了

未契約 選別機導入



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

自走式撹拌機の導入により原料の撹拌を行い良質的な堆肥を安定して生産
し、供給体制の確立を図る必要がある。

生産工程を導入機械に合わせた作業内容を構築することで生産量の増
量に向けて、原料の安定した確保が出来るよう体制を整える。

今後の取り組み方針

本村における農業振興のため堆肥施設に導入した撹拌機を活用し、農作物の生産性を高め、農家所得の向上及び資源循環型農業の確立する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

51,700 51,700 41,360 10,340

資
金
の
流
れ
、

費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

・多良間村での入札参加者より指名競争入札を実施して
おり妥当と考える。
・繰越事業となった際に減額したため予算規模は事業内
容に見合った規模と考える。
・費目・使途について事業目的達成に向けて必要な物な
のか等については事業完了時に確認しており適正と考え
る。

多良間村

51,700千

円

委託料

51,700千円

(株)くみき

宮古営業所

51,700千円

自走式撹拌機の導入1台



( ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )80%公園の整備により「健康促進や子育て環境の
向上」に繋がったと感じる村民の割合：80％以
上

目　標

実　績

繰越

工事完了 工事完了

設置工事
完了

設置工事
完了

大型アスレチック遊
具等の設置

完了

大型アスレチック遊
具等の設置

予算の状況の説明
当初予算85,000,千円で入札により差が生まれた。前年度の事業完了が遅れてしまい、令和5年度の遊具設置工事にも
遅れが生じた。

38,808

R5年度

85,000

84,700

▲ 300

84,700

(c)増減額(b-
a)

38,808

40.0%

0

38,808

64,680

25,872

20,697

R4年度

64,959

64,680

R4年度繰越

(a)当初予算額

(b)予算現額

A．計(b+d)

B．執行済額

繰越

R4年度 R5年度 R6年度

基準値
（　年度）

38,808

R4年度
目標値

（R７年度）

完了

R6年度

完了

市町村名 多良間村

事業番号
・事業名

令和５年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

第4章－2－（2）－イ
⑥-1 たらぴん公園整備工事

大型アスレチック遊具等の設置完了

繰越

目　標

R5成果目標（指標）

40,656

実　績

目　標

実　績

担当部課名

目　標

 　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

大型アスレチック遊具等の設置

安全・安心に暮らせる島を目指
す

予
算
の
状
況

Ⅲ－4－（2）

目　標

事業実施
（予定）年度

100.0%

50,820

50,820

050,820

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

00

うち交付金充当額

次年度繰越額

(d)繰越額

令和4年度～
令和5年度

新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

多良間村役場　土木建設課 沖縄振興基本方針
該当箇所

事業内容
住民の健康維持や、安心して子育てができる環境づくりの促進のため、運動スペース、トイレ、遊具、駐車場を備えた公園を整備する。
令和4年度は土地整備やトイレ・駐車場の整備、令和5年度は遊具の設置を行う。

実施方法

R5年度繰越

令和4年度に運動スペース、トイレ、駐車場等の整備工事。令和5年度はブランコや滑り台、砂場などの遊具の設置工事が行われた。
地元住民との調整や、資材の物価高騰や資材搬入の遅れなどにより不測の日数を要したため、工期延長が発生したが令和6年5月に
公園整備が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

活動目標
（指標）

及び達成状況

令和5年度はブランコや滑り台、砂場などの遊具の設置工事を実施、令和4年度整備工事の遅れが影響し繰越となり、令
和6年5月に公園整備が完了した。

R5活動目標（指標）

整備工事（運動スペース、トイレ、駐車場）

進
捗
状
況
説
明

R5年度

実　績

達
成
状
況
説
明

33,880

27,104

#DIV/0!

31,046

40.0%

達成状況

執行率（％）(B/A) 100.0%

整備工事（運動スペース、トイレ、駐車場）の
整備完了

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（　　7　　年度）

実　績

▲ 279

公園整備工事の完
了

公園整備工事の完
了

繰越 完了



たらぴん公園整備事業

84,700 84,700 67,760 16,940 0

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

○支出先は、工事を請け負った（有）知念重機産業であり事
業を円滑に進めることができること、入札により落札した業
者であり妥当と考えている。
○予算現額について、事業内容に見合った執行となってお
り、適切な予算規模と考える。
○指名競争入札により落札された業者であり妥当と考えて
いる。
○費目・使途については、精算段階で検査を実施しており、
目的に対し必要なものであったと判断した。

評価に関する説明

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

評価

○

○

○

○

点　検　項　目

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

整備された公園の利用者に対し健康促進や子育て環境の向上に繋がったかを検証していく。
令和７年度アンケート調査を実施し、公園を利用した子育てを行う保護者に対し、公園が整備されたことにより子育て環境の充実に繋がっているかを調査する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

資
金
の
流
れ
、

費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

令和4、5年度の二ヵ年にわたる事業であるが、令和4年度のコロナ明けの世界
情勢の変化による資材高騰や資材納期の遅れ等による工事に遅れに伴い、令
和5年度遊具設置の工事にも影響が出たため工期延長となった。

工期に遅れに対応するため作業員の増員等を行う事により繰越とはなっ
たが、令和6年5月に公園整備が完了した。

今後の取り組み方針

多良間村

84,700千円

工事請負代金

84,700千円

（有）知念重機産業

84,700千円


